
■実 施 日 令和元年５月２４日 

■参加人数 ２４人 

■実施場所 

  サントリー天然水奥大山ブナの森工場 

  株式会社 オロチ 

  道の駅にちなん日野川の郷 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

       

出雲市環境保全連合会 

直 江 支 部 

 

環境保全ニュースレター  
発行 環境政策課 ☎：21-6535 FAX：21-6597 

 

環境について考えよう  

   ～視察研修～ 

■活動内容 

サントリー天然水奥大山ブナの森工場    

 約 20年かかってできた天然水をボトルにつめて出荷するま

での工程を見学しました。 

(株)オロチ 

 丸太を大根のかつらむきのように剥き、それらを貼り合わせ

てＬＶＬ（単板積層材）を製造する工程を見学しました。 

道の駅にちなん日野川の郷 

 1 品の売上につき、1円を森林保全に活用し、施設から排出

されるCO２を全量オフセットしていることを学びました。 

■感想・気づいたこと 

 いずれの施設も環境に配慮した取り組みを

しておられ、環境について考えるよい機会と

なりました。 

 付加価値の低かった材木を利用すること

は、放置林の荒廃を防ぐという自然環境の保

全に繋がることになると思いました。 


